
●ほ乳類
・顔だけが写っているもので、顔の模様、鼻の大きさなどからニホンアナグマ
と考えられます。ニホンアナグマは初投稿です。

●鳥類
・カルガモやカイツブリの親子画像をはじめ、カワセミやセグロセキレイの若鳥など、
留鳥の繁殖に関係したものと、アオサギなど水辺の鳥の投稿が中心でした。

・暑さで、鳥の姿が目だって少なかった状況がありますが、一方でコジュケイや
キジバトなどの採餌活動も目立つ季節です。

●は虫類
・アオダイショウが水面を泳ぐ画像ですが、体表にはマムシに似たくさり状の模様が
あり、幼蛇に見られる体表の特徴のようです。

●両生類 なし

●魚類 なし

●昆虫
・盛夏らしく、セミの投稿がいくつもありました。
・トンボもいくつかある中で、サナエトンボの仲間はおとなしくて意外と近寄れる
からか、オナガサナエの投稿が多くありました。

・体長を測るのは、種別の特定にも役立ち、記録にもなります。

●植物【調査対象種】
・ヤマユリは7月下旬に大輪の花を咲かせる夏の野草の代表格ですが、今年は気温が
高いこともあり、7月前半から各所で咲き始めているのが見られ、雨が少ないこと
もあって月末にはほとんど花が終盤の状態になっている場所もありました。

●植物【調査対象種以外】
・ヤブカンゾウは里山の夏の野草と言える草本類ですが、古く大陸から渡来したもの
と考えられています。

・オニユリも、市内各所に野生化していますが、大陸からの渡来植物です。

●その他
・サツマノミダマシは林縁や生け垣などに円網をはる、比較的身近なクモです。
背面から撮影された投稿写真なので、酷似するワキグロサツマノミダマシとの
区別が難しいですが、腹部背面の黄色いラインが明瞭であることからサツマノミダ
マシと判断しました。

・テントウムシに模様が似るツシマトリノフンダマシの投稿がありましたが、
大変珍しいクモで、東京都レッドデータブックでは南多摩DD（情報不足）
となっています。

・甲殻類サワガニの投稿がありました。住宅の雨水浸透ます内で見つかったようです。
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二ホンアナグマ
【小山田桜台】

アオサギ 【図師】 カイツブリ（親子）【野津田】

カイツブリ（若鳥） 【金森】 カルガモ（親子）【野津田】 カワセミ（♀）【図師】

カワセミ 【野津田】 カワセミ 【南大谷】 キジバト【原町田】

キジバト【野津田】 コジュケイ【金井】 セグロセキレイ（幼鳥）
【図師】



アオダイショウ（幼蛇）
【山崎町】

アゲハ 【本町田】 イチモンジチョウ
【小山ヶ丘】

コミスジ【相原】 コミスジ【野津田】 ダイミョウセセリ 【相原】

ツマグロヒョウモン（♀）
【玉川学園】

モンキアゲハ（♀産卵）
【玉川学園】

ウチワヤンマ（♂）
【野津田】

オオシオカラトンボ（♂）
【能ヶ谷】

オオシオカラトンボ（♂）
【原町田】

オオシオカラトンボ（♂）
【野津田】



オオシオカラトンボ（♂）
【野津田】

オオシオカラトンボ（♀）
【小山】

オナガサエ（♀）【山崎】

オナガサエ（♂）【森野】 オナガサナエ（♀）【森野】 オナガサナエ（♀）
【小山ヶ丘】

オナガサナエ（♀）【森野】 コオニヤンマ（♀）
【小山ヶ丘】

シオカラトンボ（♂）
【小山ヶ丘】

ハグロトンボ（♂）【森野】 ハグロトンボ（♂）【森野】 アブラゼミ（羽化）【高ヶ坂】



アブラゼミ 【野津田】 アブラゼミ（羽化）
【玉川学園】

アブラゼミ（羽化）
【玉川学園】

アブラゼミ 【高ヶ坂】 ニイニイゼミ 【野津田】 ミンミンゼミ（♂） 【小川】

カブトムシ（♀）
【小山田桜台】

ショウリョウバッタ
【玉川学園】

カマキリの仲間【玉川学園】

センノカミキリ 【小山ヶ丘】 ナナフシモドキ 【高ヶ坂】 ヤマユリ【野津田】



ヤブカンゾウ 【野津田】 ヤブカンゾウ【小山田】 オニユリ 【野津田】

クズ 【野津田】 サツマノミダマシ/
アズチグモ/

ハムシ科の仲間
【金井】

サワガニ【能ヶ谷】

ツシマトリノフンダマシ
【忠生】
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